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論 説 

年金と課税方式について 

－公的年金等の課税を中心に－ 

 

立命館大学経済学部教授 

宮 本 十至子 

 

◆SUMMARY◆ 

 ドイツの老後所得については、公的年金、企業年金、個人年金が柱となっており、なかで

も、老後収入に占める公的年金のウエイトが高いが、少子高齢化の進行によって、公的年金

財政の悪化が確実視されていたことから、公的年金を補完する役割を私的年金に担わせるた

めに、2001 年の年金改革において Riester 年金制度を導入するとともに、2005 年から年金

の課税方式を、拠出時非課税、運用時非課税、給付時全額課税とする、いわゆる EET 課税

方式に統一した。 

 本稿は、我が国の公的年金課税の在り方を考えるために、課税方式が見直されたドイツの

年金改革の議論を探ることを主な目的とするものであり、まず 初に、所得課税の視点から

従来なされてきた年金課税についての議論を踏まえ、我が国の課税方式の問題点を明らかに

した後、ドイツの議論を参考にしつつ、我が国の公的年金課税の在り方について具体的に指

摘を行っている。 

（税大ジャーナル編集部） 
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１．はじめに 

 少子高齢化が進み、老後所得をどのように

設計するかということが重要な課題となって

いる。我が国では老後所得を公的年金に依存

する割合が高く、公的年金所得の課税は、多

くの議論と税制改正を経て今日の制度となっ

ている。我が国の公的年金は、拠出時に社会

保険料控除、受給時に公的年金等雑所得とし

て公的年金等控除が適用され、入口、出口の

両方で二重に控除を受けており、給付時課税

でありながら、事実上非課税であることが問

題視されてきた。さらに、拠出時に小規模企

業共済等掛金控除、給付時に公的年金等雑所

得として課税される個人型確定拠出年金のよ

うに、年金の種類によって、課税上の扱いが

さまざまとなっている。 

本稿は、我が国の公的年金課税の在り方を

考えるために、課税方式が見直されたドイツ

の年金改革の議論を主として探ることを目的

とする。まず 初に、所得課税の視点から従

来なされてきた年金課税についての議論を踏

まえ、我が国の課税方式の問題点を明らかに

した後、ドイツの議論を参考にしながら、我

が国の公的年金課税の在り方について若干の

指摘を行いたい。 

２．年金所得課税の議論 

⑴ 包括的所得税と支出税 

 年金所得課税の在り方については、年金掛

金の拠出から給付までを長期的にとらえ、つ

まり、①掛金の拠出、②掛金の積立金として

の運用、③年金の給付のそれぞれの段階で所

得課税を考える必要があるといわれてきた(1)。 

課税原則の立場から、年金課税を考えた場

合、課税ベースを所得あるいは消費のいずれ

に求めるかという選択が重要な論点を構成す

る(2)。包括的所得税の考え方に立脚すれば、

年金受給権は一種の資産であり、年金所得は、

年金の掛金が毎年蓄積され、運用益が生ずる

段階で純資産の増加がみられることから、理

論的には、年金受給者は年金受給権によるそ

の価値増加分に毎年課税されるということに

なる。そして、事業主拠出の掛金については、

従業員が受ける経済的利益として、理論的に

は、従業員に課税すべきことになる。それに

対して、支出税の考え方に立脚すれば、拠出



税大ジャーナル 15 2010. 10 
 

19 

時、運用時に課税されず、給付時に課税され

ることになる。以下では、年金課税の仕組み

を考えるにつき、Carter 報告、Meade 報告、

Blueprints における従来の議論を概観して

みる(3)。 

⑵ Carter 報告 

 1966 年の Carter 報告は(4)、包括的所得概

念を理念として所得税改革の方向性を示して

おり、所得課税における課税繰延べを厳しく

批判し、退職年金所得に対する課税上の特別

措置を問題視する(5)。年金の課税については、

年金計画への拠出、年金計画からの受給、年

金計画の積立期間の投資利益の要素が問題に

なるとする(6)。 

Carter 報告では、登録年金基金をはじめと

するいくつかの制度に対する課税を検討した

後、その取扱いの多様さ、広範な課税繰延べ

と免税が認められていることを批判する(7)。

Carter 報告は、第一に、適格年金、非適格年

金を問わず、基金への掛金を課税ベースから

控除することによる課税繰延べは問題であり、

廃止すべきであるとする。そして、社会政策

的理由からこのような課税繰延べを一定程度

認めるかどうかについても、慎重にすべきで

あり、一定のものに対してのみ認めるならば、

企業間の中立性が損なわれることを問題にす

る。第二に、基金からの収入又は基金の投資

収益も、同一の税を負担すべきであり、課税

繰延べを認めるべきではないとする。 

以上のように、Carter 報告では、公平及び

経済的中立性の観点から、年金への課税に課

税繰延べを認めるべきでないとするが、社会

政策上やむを得ない場合もあるとし、その場

合には、厳格な制限を設けるべきことを指摘

する。そして、登録退職年金基金については、

包括的課税ベースからの逸脱も望ましい社会

目的達成のためにやむを得ないとし、拠出時

非課税、運用時非課税、給付時の全額課税、

つまり EET 課税方式を提言する(8)。 

⑶ Meade 報告 

 1978 年の Meade 報告は(9)、包括的所得税

の理念に準拠する形で年金課税の課税方式を

模索する(10)。Meade 報告では、包括的所得税

をベースにすることから、いくつかの問題が

生じることについて言及しており、年金所得

について、Carter 報告で提言されたやむを得

ない課税上の措置が認められる場合があると

し(11)、年金の特殊性を支持する。 

Meade 報告での年金課税方式は、次のとお

りである。まず、拠出段階における課税優遇

措置を認めない。つまり、事業主拠出は事業

主の所得の算定上経費控除を認めるが、同時

に事業主拠出分を従業員に対する給与とみな

して従業員の所得に算入する。また、従業員

拠出は、課税所得の算定に当たって控除する

ことができない。事業主拠出は年金基金の構

成員に配賦し、評価されることが前提となる

ため、運用段階では、年金積立金の運用によ

り生ずる運用収益は、非課税とせずに原則と

して、発生時に受益者に帰属させるべき所得

として課税対象となる。拠出段階における原

資部分は拠出段階で、運用収益部分は運用段

階でそれぞれ課税済みであるため、給付段階

では、年金給付への課税はない。このように

Meade 報告では、TTE 課税方式が提言され

ている。 

 当該方式では、年金基金の構成員への積立

期間中の収益の配賦といった問題は回避でき

る可能性がある。しかしながら、事業主拠出

分を各個人に帰属させる必要があること、拠

出段階において、納税資金や年金受給権の確

定の問題があることから、その課税標準を客

観的に算定することは非常に困難であるとし

て、執行上の問題点が指摘されている(12)。 

⑷ Blueprints 

1977 年の Blueprints は、包括的所得では、

年金受給権の毎年の純増は所得であり、従業

員段階で課税されるものとされる(13)。事業主

が提供する年金計画として、確定拠出型年金
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（DC）と確定給付型年金（DB）の２種類の

年金計画を検討し、前者は、本質的に、ミュ

ーチャルファンドの性質を有するのに対して、

収入が退職まで確定しない後者は、投資とは

位置付けられていない。また、拠出時の年金

への課税と年金プラン収益と給付の両方への

課税は、結果的には同じになることを二つの

事例から示す(14)。 

異なるタイプの年金に統一的かつ実務的に

課税する方式として、次の原則が示される 
(15)。拠出段階では、事業主拠出は事業主の所

得の算定上控除するが、その時点で従業員の

所得として課税することはしない。従業員の

本人拠出は、課税所得の算定上控除が認めら

れる。運用段階では、年金積立金の運用収益

について、従業員への配賦が可能である場合

は従業員所得として課税し、配分が不可能の

場合は事業主側で課税する (16)。給付段階にお

いて年金給付は、全額を受給者の所得として

課税対象に算入する。つまり、ETT 課税方式

が示されている。 

実際の年金給付に課税する方式では、拠出

段階の事業主拠出を従業員の所得に算入しな

いため、帰属しない掛金を配賦せずにすむと

いう利点がある。運用収益の発生時課税とい

う執行上の問題は、Meade 報告と同様である。 

以上のように、長期間の生涯所得を対象と

する年金は、包括的所得概念になじみにくい

ことが指摘されている(17)。なお、私的年金に

ついてではあるが、OECD 加盟国 30 ヶ国の

うち大部分では、EET 課税方式が採られてい

る(18)。 

３．我が国の年金課税方式の問題点 

⑴ 年金課税の沿革(19) 

 昭和 31 年以前には、社会保険、共済制度

に基づく年金は、その支払者が元の使用者で

ないことから、給与所得ではなく、雑所得と

して、年金に係る収入金額から掛金総額を控

除した後の金額が課税されていたので（旧所

得税法９条 10 号）、掛金の金額に達するまで

は課税されず、それを超えた場合にその全額

が課税されていた(20)。それに対して、恩給は

給与所得として収入金額から 10 分の２に相

当する給与所得控除を控除した金額が課税さ

れ（旧所得税法９条５号）、本人拠出分につい

て社会保険料控除が認められていた。このよ

うな扱いは、拠出時と給付時における二重の

控除となっており、両者のバランスの問題が

指摘されていた(21)。 

昭和 31 年には、国家公務員共済組合制度

等が発足されたことに伴い、従来の恩給から

共済年金に制度が変更された。共済年金は、

形式的には使用者から支給されるものではな

いが、過去の勤務に関連して受ける給付の性

質を有し、その原資の大部分は雇用者が支払

った掛金や保険料からなることから、その実

質は元の使用者から支給される退職年金と同

じと考えられる(22)。昭和32年税制改正では、

それを給与等とみなして、「みなし給与」又は

「みなし退職所得」として課税されることと

なった（旧所得税法９条２項）。さらに、昭和

33 年以降、農林漁業団体職員共済組合法等に

基づく退職年金も同様に扱われた(23)。 

昭和 34 年に国民年金法が制定されたこと

に伴い、公的年金制度が被用者以外の者にも

拡大されることとなった。これらの老齢年金

及び通算老齢年金は、本来は給与所得といえ

ないものの、老後の生活保障としての給付で

あり、担税力からみて給与所得に準じること

が適当と考えられることから(24)、「みなし給

与」又は「みなし退職所得」として課税され

た。その一方で、昭和 34 年に導入された中

小企業退職金共済事業団による退職金共済制

度では、事業者が拠出する掛金は損金に算入

されると同時に、従業員段階では給与所得と

しては課税されず（旧所規７の 17 の①③）、

当該事業団は一時金の給付のみを行っている

ため、従業員の退職時にその給付が退職所得

として課税されることになった(25)。また、一
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定の要件を満たし政府の承認を得た特定退職

金共済団体に対する退職金共済掛金について

も、同様な課税が前提とされている。それ以

外の任意退職金共済団体に対して事業主が被

共済者等のために拠出した掛金は、退職金共

済掛金として必要経費又は損金算入はされな

いが、受取人としての地位が確定しており、

自己が負担すべき掛金を事業主が負担してい

ると考えられることから、被共済者等の給与

所得として課税されることが明らかにされた

（旧所規７の 17②）(26)。ただし、従業員に対

するものは、従業員給与として、必要経費又

は損金算入される。 

昭和 37 年には、地方公務員共済年金法に

基づく退職年金が、「みなし給与」に追加され

た。さらに、適格退職年金制度の創設に伴い、

法人税法上、退職年金積立金に対する課税規

定が整備された。それ以前の企業年金は、事

業主拠出分は、事業主の損金算入を認められ

ていたが、従業員は追加給与として給与所得

課税されていた。しかしながら、企業におけ

る退職一時金の支給が、外部積立による年金

支給に切り替えられつつあることを踏まえ、

企業年金は、拠出段階において、所得を構成

する年金受給権が確定されているとは言い難

いこと、また任意制度である企業年金の普及

を促進するという政策的配慮から、適格要件

を満たした企業年金については、拠出段階で

事業主が、信託銀行又は生命保険会社等に支

払った掛金を事業年度の損金として算入でき

る一方、事業主の拠出した掛金は、従業員が

実際に給付を受け取る時点まで給与所得とは

ならないこととされた(27)。 

昭和 40 年の所得税法 29 条では、公的年金

や適格退職年金等の企業年金が給与とみなさ

れ（適格退職年金のうち、従業員掛金がある

場合には、退職年金の額に対応する金額を控

除した金額のみ）、給与所得控除が適用された。 

 昭和 48 年に、「みなし給与」又は「みなし

退職所得」の範囲に、農業者年金が加えられ

た（旧所得税法 29 条２項）。当該年金は、国

民年金と同様、「当然加入」制であり、本改正

は、他の公的年金とのバランスを考慮したも

のである(28)。さらに、65 歳以上の者が、支給

を受ける公的年金について、年 500 万円の所

得制限の下に、60 万円の控除を認める老年者

年金特別控除が創設される（旧措置法 29 条

の２）。その趣旨は、老年者である受給者に対

する配慮を年金控除を通じて行うものであり、

一般的に年金受給者は給与所得者より担税力

が更に弱いとしてその負担調整を行うための

ものであった(29)。したがって、公的老齢年金

は、掛金段階で、事業主拠出分は事業主の損

金に算入し、被用者負担分、自営業者負担分

は社会保険料控除が認められていた。給付段

階では、給与の後払いとの理解から、給与所

得として給与所得控除額が適用され、65 歳以

上の受給者で、その所得が 500 万円以下の場

合には、老年者年金特別控除の適用が認めら

れる。なお、恩給については、本来の給与等

とされていたが、同じく老年者年金特別控除

が適用された。 

このような公的老齢年金に対する課税制度

について、昭和 55 年の税制調査会の答申で

は、勤労に伴う経費の概算控除としての性格

を持つ給与所得控除をそのまま年金収入に適

用すること、掛金の段階で全額を所得から控

除することに対する問題が指摘された(30)。 

昭和 61 年の答申では、年金課税の在り方

についての見直しが提言された。そこでは、

公的年金の本人拠出が社会保険料控除の対象

とされていることについて、強制的な拠出で

あり、掛金の支払段階での課税の取扱いの変

更は、公的年金制度を支える現役世代の負担

を高めることになる等の理由から、その妥当

性に触れている(31)(32)。さらに、給付段階に、

給与所得控除が適用されることについて、公

的年金等は勤務関係を前提としたものではな

いので、給与所得控除を適用するのは合理的

でないとする。老年者年金特別控除について
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は、その趣旨に触れた上で、老年者に対する

配慮としては、老年者控除があり、それとの

関係が必ずしも明らかでなく、暫定的なもの

であると指摘し、給与所得控除及び老年者年

金特別控除に代えて、他の所得との負担調整

のための新たな控除を設けることと老年者控

除の引上げを提案した。 

昭和 62 年９月の改正では、これらの議論

を踏まえ、公的年金等に対する負担調整措置

と老年者に対する税制上の配慮に整理し、公

的年金等に対する課税の見直しが行われた。

まず、公的年金等は、通常、経済的稼得力が

減退する局面にある者の生計手段とするため

に公的な社会保険制度から給付される年金で

あること等を考慮して、他の所得との間で何

らかの負担調整措置が必要とされ、「みなし給

与」とされていた公的年金等の所得は、給与

所得から雑所得に所得類型が変更されるとと

もに、定額控除と定率控除の合計額からなる

公的年金等控除が導入された(33)（所得税法 35

条２項、４項）。さらに、老年者に対する税制

上の配慮として、老年者年金控除を廃止し、

老年者控除の水準を 50万円に引き上げた（旧

所得税法 80 条１項）。 

平成 13 年に確定拠出年金法が制定され、

企業型と個人型の確定拠出年金制度が導入さ

れた。当該制度は、確定給付型の企業年金と

異なり、自己責任の運用の下、給付額が決定

されることが前提になっており、転職に伴う

年金資産の移換が可能となっている。当該制

度は、貯蓄と類似していることから、年金か、

貯蓄かが議論された(34)。掛金には拠出限度額

があり、60 歳まで途中引き出しを認めない、

従業員掛金拠出はできない等、貯蓄ではなく、

年金として課税されている。一方、加入者の

受給権保護の観点から、確定給付企業年金法

が制定され、従来の企業年金と同様の税法上

の扱いとなった。 

年金課税の在り方については、しばしば税

制調査会で議論されてきた。平成 14 年の税

制調査会では、年齢だけで高齢者を別扱いす

る制度の見直しが課題とされた高齢社会対策

大綱を踏まえ、公的年金等について、高齢者

と他の現役世代間、さらに高齢者間の公平性

の観点から、拠出段階の社会保険料控除と給

付段階の公的年金等控除等による、拠出・給

付段階での実質的な非課税、年金以外の所得

があるものは給与所得控除と公的年金等控除

が適用されること等の課題が指摘されている

(35)。また、平成 15 年にも、税制調査会では、

少子高齢化の進展に伴い、社会保険料拠出と

年金給付がともに課税ベースから脱漏するこ

とは、年金課税の整合性という観点からみて

も、高齢者間及び世代間の公平の視点からも

問題視され、①給付段階での優遇措置の適正

化、②公的年金等控除の老年者控除との趣

旨・機能の重複、③社会保険料控除の在り方、

④社会保障給付に対する課税対象の拡大につ

いて検討が必要であることが指摘されている

(36)。とりわけ、④については、諸外国での事

例を踏まえること、非課税給付の見直しとと

もに、低所得者に対する担税力の配慮は人的

控除等で行うべきことが提言されている。同

年 12 月の答申も年金課税等について同様に

問題をとらえており、具体的には、公的年金

等控除が 65 歳以上の高齢者を経済力にかか

わらず一律に優遇する制度で不公平をもたら

していること、老年者控除も実質的に年齢の

みを基準に高齢者を優遇する措置となってい

ることがあげられ、65 歳以上の年金受給者の

課税 低限は給与所得者よりも極めて高い水

準であるため、低所得者に対する適切な配慮

を行いつつ、年金課税の適正化に言及されて

いる(37)。 

それらの議論を踏まえ、平成 16 年には、

世代間・高齢者間の税負担の公平を確保する

観点から、65 歳以上の者に対する公的年金等

控除の上乗せ措置と老年者控除が廃止された

（旧所得税法２条、80 条等）。なお、高齢者

世帯に十分な配慮を行うという観点から、65
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歳以上の高齢者について公的年金等控除の

低控除額が 120 万円とする措置が採られた

（措置法 41 条の 15 の２）。 

平成 19 年の税制調査会の答申でも、年金

給付と給与所得の両方を得る高齢者は、公的

年金等控除と給与所得控除のそれぞれが適用

されるため、そのような高齢者と同額の収入

を得る現役給与所得者の間の負担の不公平に

ついて問題視しており、世代間・世代内の公

平性の観点から、公的年金等控除の適正化が

指摘されている(38)。 

平成 21 年には、国民の高齢期における所

得の確保に係る自主的な努力を支援するため

に、確定拠出年金企業型の年金加入者が事業

主拠出額を限度として、事業主拠出と合計し

て拠出限度額内で行う被用者拠出の導入が見

込まれていたものの、法案成立が見送られた

ため、税法上の対応についても棚上げになっ

てしまった(39)。それらは、確定拠出年金拠出

限度額の引上げとともに、掛金全額が所得控

除の対象とされることとなった(40)。 

⑵ 年金課税を巡る議論と問題点 

 我が国の年金制度は、公的年金、企業年金

を含む私的年金があり、制度間の税法上の取

扱いがそれぞれ異なる。藤田氏によれば、年

金課税の仕組みを考える上で、所得税制から

見た次のような年金所得の特性に着目する

(41)。年金収入が発生するより以前に、保険料

等の拠出が長期にわたって行われ、その積立

金が運用される。公的年金への拠出は、事業

主、将来の年金受給者のみならず、国が給付

費の一部を負担する。終身年金の場合は、加

入時には、受給期間、受給総額が不確定であ

り、年金所得に課税を行うためには、元本で

ある拠出金部分と所得部分を区別する一定の

ルールが必要となる。したがって、年金所得

のこういった特性から、拠出時、運用時、給

付時の課税において、二重課税、課税ベース

からの脱落がないように、年金課税制度を構

築することが重要となる。その一方で、年金

課税については、公平性、制度への加入促進

という見地から優遇措置を採るべきであると

いう政策的配慮が要請されてきた。これらの

ことから、現行の年金税制は、複雑で、さま

ざまな取扱いがなされ、必ずしも整合的なも

のになっていない(42)。 

上述のように、税制調査会においては、公

的年金は、拠出時に社会保険料控除、給付時

に公的年金等控除が適用され、実質的に非課

税となっていることがたびたび問題視されて

きた (43)。このような扱いは二重控除とされ、

まずは、拠出時の社会保険料控除の妥当性が

問題となる。 

所得税法 74 条の社会保険料控除は、昭和

28 年から導入された制度で、社会保険料が強

制的に徴収されるものであることから適用さ

れてきた(44)。社会保険料控除には、社会生活

を維持していくうえの必需的な生活費の一部

をなすものと、将来の貯蓄の一部をなすもの

の二つの性格があり(45)、上述のように過去に

も社会保険料控除と給与所得控除の二重控除

が問題視されてきた。社会保険料控除の適用

の是非については、社会保険料が税の性質に

似ていることから、どの税を課税するかの問

題であるとする(46)。 

そうすると、もう一方の控除である公的年

金等控除の在り方が問われることになる。公

的年金等控除が認められる理由は、公的年金

の固有の役割からの他の所得との負担調整の

必要性とされているが、それでは説明不足で

あり、早急に廃止すべきであるとする意見が

ある(47)。また、多額の公的年金等控除は不合

理で、中長期的には公的年金等控除の定率控

除を廃止し、さらに老年者控除を前提として

定額控除の廃止も検討すべきであるとする見

解もある(48)。 

 この問題について、年金原資の法的性質か

ら考えてみよう(49)。一般的には、年金掛金の

拠出は、事業主拠出と加入者拠出から構成さ

れ、公的年金の保険料拠出も、事業主拠出と
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被保険者拠出からなる。事業主が従業員のた

めに掛金を拠出する事業主拠出部分は、事業

主の所得から控除されているため、勤労対価

の後払いと考えられる(50)。この考え方を前提

にすると、給与であれば給与所得控除が認め

られていたことから、公的年金等控除には、

給与所得控除分が含まれることになる(51)。さ

らに、発生する年金受給権について、一種の

資産(所得)であるととらえることができれば、

理論的には、その純増分は所得税の対象にし

なければならないが、税法上は従業員に対す

る所得の帰属計算はしておらず、給与課税も、

純増部分に対する課税も行われていない(52)。 

 拠出段階の事業主拠出については、実現し

た所得ではないのだろうか。所得の実現とは、

課税のタイミング、課税所得の対象となる金

額、課税の対象となる者にかかわる概念とさ

れる(53)。年金掛金の拠出段階では、従業員に

年金受給権が必ずしも確定しているとはいえ

ず、税法上は、単なる給与の後払制度として

性格付けられていないとされる(54)。例えば、

一定期間後、年金受給権の確定がある企業型

確定拠出年金に対して、他の年金は年金受給

権の確定時期を必ずしも明確に定められてい

るとは言い難いため、それぞれの年金を吟味

した上で、公的年金等所得としての課税の在

り方を考える必要があろう。 

その問題は別として、社会保険料控除と公

的年金等控除の両者が適用されることによっ

て、拠出時課税の徹底がなされていないこと

は確かであろう。以下では、ドイツの年金課

税方式の改正に至る議論をみていくことでこ

の問題について考えていきたい。 

４．ドイツの年金改革の動向 

⑴ 背景 

 ドイツの老後所得は、公的年金、企業年金、

個人年金が柱となっているが、なかでも、老

後収入に占める公的年金のウエイトが高い

(55)。ドイツでも少子高齢化が進み、65 歳以上

の高齢人口の生産人口に対する割合が、2006

年の 32.2％から 2050 年には 61.3％程度にな

ると見込まれている(56)。また、ドイツにおけ

る GDP に占める公的年金給付の比率は、

2040 年には 26%にまで達すると予想されて

おり、公的年金財政の悪化が確実視されてい

た(57)。そのような中で、2001 年年金改革で

は(58)、保険料負担を 22％以下にすることで保

険料率上昇の抑制、現役世代の手取り所得の

67％にまでの年金給付水準の引下げが行わ

れた。ドイツでは、企業年金の負担が低いこ

とから、公的年金を補完する役割を私的年金

に担わせるために、Riester 年金制度が導入

された(59)。Riester 年金への掛金の拠出には、

所得税法 10a 条１項による特別支出

（Sonderausgaben）としての控除又は所得

税 法 79 条 に よ る 老 齢 保 障 特 別 手 当

（Altersvorsorgezulage）が認められた(60)。 

 2003 年の Rürup 委員会の 終報告では、

支給開始年齢の引上げ、年金スライドへの持

続可能性要素の導入、Riester 年金改革、準

備金の引上げ等が提案された(61)。2005 年に

は、Rürup 年金の導入とともに、ドイツの年

金の課税方式は、2005 年から 2040 年までの

移行期間を経て、給付時課税、いわゆる EET

課税方式に統一される。当該課税方式の変更

には、官吏恩給（Beamtenpensionen）と法

定年金の異なる課税上の取扱いと平等原則と

の抵触が問題になった、連邦憲法裁判所の判

決(62)が大きな影響を与えた(63)。 

⑵ 連邦憲法裁判所判決とその後 

 連邦憲法裁判所で争われた当該事件の争点

は、次のとおりである。 

所得税法 19 条１項１文及び２項１文によ

れば、官吏恩給は、非独立的労働所得として、

6,000DM を上限に当該収入金の 40％に相当

する金額を超える金額に課税される。それに

対して、所得税法 22条１号３文 aによれば、

法定年金保険は、その他の所得として、年金

の年額と年金元本価額を収入見込期間に均等
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に配賦して算出される金額との差額は、年金

収入金の全期間について、年金受給権の収益

とみなされ、当該金額に課税される、いわゆ

る収益持分課税が行われる。当該事件の争点

は、このような官吏恩給と法定年金保険の所

得税法上の異なる取扱いが、基本法

（Grundgesetz：GG）３条１項（平等原則）

に抵触するかどうかである。 

2002 年３月６日に、連邦憲法裁判所は、次

のような判断を下した。 

１．所得税法 19 条１項１文及び２項１文

は、1996 年査定期間に適用される法につ

いて、一方では、上限 6,000DM の配慮

収入金控除額を超える生活保障給付は、

非独立労働から生ずる課税所得に属す

るのに対し、他方では、法定年金保険か

らの年金は、所得税法 22 条１号３文 a

により、被保険者が、税引後所得から年

金給付に対してどの範囲まで掛金拠出

を行ったかにかかわらず、その金額が決

まってしまう収益持分にのみ課税され

るものである限りは、基本法３条１項に

抵触する。 

２．立法者は、遅くとも 2005 年１月１日

に効力を生ずる新規定を制定する義務

がある。所得税法 19 条が基本法に抵触

する限りは、遅くとも 2004 年 12 月 31

日まで効力を生ずる本規定は、新規定が

制定されるまで適用される。 

つまり、当該判決は、所得税法 19 条によ

る官吏恩給と同 22 条１号３文 a による法定

年金の異なる課税は、1996 年以降、基本法３

条１項の平等原則に違反するとし、立法者に、

遅くとも、2005 年１月１日に有効な新規定を

発効すべき義務を負わせたのである。 

1996 年当時において、所得税法 22 条が適

用される法定年金の場合は、65 歳の年金支給

年齢では、年金の 27％が収益持分になる（表

１）。つまり、20,000DM の年金では、その

27％である 5,400DM（＝20,000DM×27％）

のみが納税義務を負い、残りの 14,600DM は、

元本の払戻しとみなされ課税されない。当該

収益持分課税の導入目的は、元本への課税を

回避することにある。 

表１ 所得税法 22 条の収益持分課税 
年金支給時の 

年金受給権者の年齢 
100％に対する 

収益持分 
年金支給時の 

年金受給権者の年齢
100％に対する

収益持分 
年金支給時の 

年金受給権者の年齢 
100％に対する 

収益持分 
0 から 3 73 44 49 68 23 
4 から 5 72 45 48 69 22 
6 から 8 71 46 47 70 21 
9 から 11 70 47 46 71 20 

12 から 13 69 48 45 72 19 
14 から 15 68 49 44 73 18 
16 から 17 67 50 43 74 17 
18 から 19 66 51 42 75 16 
20 から 21 65 52 41 76 15 
22 から 23 64 53 40 77 14 
24 から 25 63 54 39 78 13 
26 から 27 62 55 38 79 12 

28 61 56 37 80 から 81 11 
29 から 30 60 57 36 82 10 

31 59 58 35 83 9 
32 から 33 58 59 34 84 から 85 8 

34 57 60 32 86 から 87 7 
35 56 61 31 88 6 

36 から 37 55 62 30 89 から 91 5 
38 54 63 29 92 から 93 4 
39 53 64 28 94 から 96 3 
40 52 65 27 97 まで 2 

41 から 42 51 66 26   
43 50 67 25     
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一方、所得税法 19 条が適用される官吏恩

給の場合は、当該収入は、従属的労働の事後

的所得であり、収入金額の 6,000DM を上限

に、収入金額の 40％の配慮収入控除額を控除

した金額に課税される。このような法定年金

と官吏恩給の異なる課税上の問題は、1995

年の論文にみられるように(64)、従来からも指

摘されていた(65)。ところが、その後、官吏恩

給の受給者の課税上の不利な扱いは、ますま

す拡大していくこととなる(66)。 

連邦憲法裁判所決定の影響で(67)、1995 年

と 1996 年の基礎控除額（Grundfreibetrag）

は、表２に示すように、独身者の場合には

5,616DM から 12,095DM、既婚者の場合に

は 11,232DM から 24,190DM へと、約２倍

に引き上げられている。そして、1995 年と

1996 年の独身者の課税 低限は、法定年金に

ついては、30,252DM から 63,338DM になっ

たのに対して、官吏恩給については、

15,452DMから22,418DMにとどまったため、

その差は 14,800DM から 40,920DM に拡大

した。改善が求められた 1980 年から 2005

年の間には、両者の差は 18,646DM から

53,731DMにまで拡大してしまうことになる。

このような状況が、年金の課税の問題の背景

にはある。 

 

表２ 基礎控除額と法定年金及び官吏恩給の課税 低限(68) 

（単位：DM） 

基礎控除額 独身者の場合の課税 低限 既婚者の場合の課税 低限 
年 

独身 既婚者 法定年金 官吏恩給 差額 法定年金 官吏恩給 差額 

1970 1,680 3,360 20,530 6,813 13,717 28,480 8,933 19,547 

1975 3,000 6,000 26,650 11,807 14,843 43,900 15,634 28,266 

1980 3,690 7,380 32,650 14,004 18,646 55,900 19,314 36,586 

1985 4,212 8,424 26,946 13,050 13,896 50,230 19,440 30,790 

1990 5,616 11,232 34,017 14,252 20,765 64,163 21,326 42,837 

1995 5,616 11,232 30,252 15,452 14,800 59,486 29,276 30,210 

1996 12,095 24,190 63,338 22,418 40,920 110,915 36,836 74,079 

2000 13,556 27,112 71,500 23,822 47,678 123,822 39,664 84,178 

2005 14,989 29,979 79,060 25,329 53,731 136,395 42,667 93,788 

 

問題の収益持分課税が優遇措置かどうかは、

元本の払い戻し部分と収益部分の法律上の区

別がどの程度対応しているかに依拠する。 

そもそも年金の原資は、次の３つの部分か

ら構成される(69)。原則として、それらは、課

税済み所得からなる被用者の部分、被用者の

ために事業主が拠出し、その段階では被用者

所得とされない事業主拠出の部分及び課税済

み所得と評価することができない連邦が出捐

する部分である。 

官吏恩給と法定年金について重要なことは、

事後の取得段階における著しく異なる税負担

が、事前の取得段階における異なる税負担を

通じて適正に補填されているかどうかである。

平等原則の適用に当たり、異なる税負担を正

当化する実質的な理由がなければならない。 

「年金受給権」の取得による割当ては、さま

ざまな擬制でもって行われる。年金収入が被

用者拠出である限りは、収益持分課税の理由

を首肯することができる。被用者拠出と同様

に、事業主拠出の場合、官吏恩給とは異なり、

資金流出と資金流入がある。事前の取得段階

における控除と給付段階における資本流入の

事後的な課税免除の双方は、官吏恩給よりも

明らかに税法上優遇していることになる。法

定年金を非課税とする実質的理由はなく、収
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益持分課税を正当化する論拠は、年金の支払

が連邦補助金に依存する限り、欠落している。 

したがって、立法者は解決モデルを提示し、

首尾一貫して形成することが必要となる。そ

の場合に、給付費用の課税と老齢年金の課税

が二重課税にならないように、相互に調整す

べきである。 

連邦政府は、連邦憲法裁判所判決を受け、

具体的課題の解決に向けて専門家委員会を立

ち上げ、その委員長に Rürup 教授を任命した。

当該委員会は、「社会保障の資金調達の持続に

関する委員会」、別名 Rürup 委員会と呼ばれ、

社会保障制度の長期的改革方針を検討し、

2003 年３月 11 日に報告書を公表した(70)。そ

こでは、支給開始年齢の引き上げ、年金スラ

イドへの持続可能性要素の導入、Riester 年

金改革、準備金の引き上げ等が提言された。 

2005 年からは、連邦憲法裁判所判決の影響

から年金の課税方式が次のようになった(71)。 

改正後の所得税法 22 条は、年金支給年齢

が 2005 年以前のものについては、50％が課

税され、年金年額と課税割合との差額には課

税されない(72)。年金の課税割合は、2010 年

には 60％と段階的に増加し、2040 年には

終的に 100％課税される。改正後の所得税法

19 条２項は、恩給等収入のうち百分率によっ

て計算される限度額（配慮収入金控除額）と

その追加額は非課税となる(73)。当該配慮収入

金控除額は、恩給支給年齢が 2005 年以前の

ものについては 40％で上限 3,000DM、2010

年には 32％で 2,400DM と段階的に減少し、

2040 年には 終的には０となる。 

以上のように、ドイツでは、官吏恩給は非

独立的所得として、法定年金はその他の所得

として所得税法上、異なる課税が行われ、両

者の課税 低限の差が拡大していた。そのよ

うな取扱いが平等原則に反するという判決を

契機として、2005 年以降 2040 年までに、所

得税法上、段階的に給付時課税への移行が行

われ、各控除の廃止が行われることとなった。 

５．むすびに 

 我が国の公的年金等雑所得として課税され

る年金は、本来の給与としての性質を有する

ものとそれ以外のものから構成され、後者の

範囲が拡大されてきた経緯を持つ。公的年金

等の課税は、拠出時に社会保険料控除、給付

時に公的年金等控除といった二つの控除が適

用されることで、実質非課税であるといわれ、

問題視されてきた。 

 我が国と同じく、給付時に部分的な課税を

行っていたドイツでは、官吏恩給と法定年金

の異なる課税上の取扱いが平等原則との関係

で問題となり、 終的に課税方式を給付時課

税へ統一させ、出口課税の徹底に取り組んで

いる。そういった議論は、我が国で公的年金

等の課税の適正な在り方を設計する上で参考

になろう。国際的な流れからしても、少なく

とも、EET 課税方式をベースとした給付時課

税を徹底する方向に進むことが望ましい。 

 公的年金等所得は、事業主拠出、被用者拠

出、運用益、税といった要素から構成される。

そのことに鑑みれば、原資と所得類型の関係

も考慮しつつ、公的年金等控除の在り方を見

直すべきである。公的年金等控除の適正化に

ついては、給与所得控除や人的控除との関係

も検討する必要がある。高齢者に対する生活

配慮が必要であれば、公的年金等控除と切り

離して、老齢者控除等の人的控除で調整が図

られることも再考すべきであろう。 

 なお、公的年金等の一時払いは退職所得と

して課税されるところ、それについては本稿

では分析できていないので、今後の課題とし

たい。 
                                                      
(1) 藤田晴「年金と所得課税」ジュリスト 757 号

26 頁（1982）。 
(2) 野口悠紀雄『現代日本の税制』128 頁（1989）。 
(3) 藤田晴「年金税制の改革」『税制改革 その軌

跡と展望』229 頁（1987）、太田弘子「年金課税

改革の方向」貝塚他編『税制改革の潮流』258 頁

（1990）、水野忠恒「高齢社会と年金税制」『所得



税大ジャーナル 15 2010. 10 
 

28 

                                                                         
税の制度と理論「租税法と私法」論の再検討』308
頁（2006）。 

(4) Report of the Royal Commission on Taxation, 
vol.３, 1966[hereinafter cited as Carter Report]. 
Carter 報告については、栗林隆『カーター報告

の研究－包括的所得の原理と現実－』101 頁

（2005）。 
(5) Carter Report, supra note 4, 401. 水野忠

恒・前掲注(3)309 頁。 
(6) Carter Report, supra note 4, 401. 水野忠恒

「年金と税制」・前掲注(3)321 頁。 
(7) Carter Report, supra note 4, 408. 
(8) Carter Report, supra note 4, 421. 
(9) The Meade Committee, The Structure and 
Reform of Direct Taxation, 1978[hereinafter 
cited as Meade Report].Meade 報告については、

吉川弘人『直接税の構造と抜本改革』（2009）。 
(10) 水野忠恒・前掲注(3)311 頁。 
(11) Meade Report, supra note 9, 142. 
(12) Meade Report, supra note 9, 141. 
(13) Treasury, Blueprints for Basic Tax Reform, 
54, 1977. 

(14) Treasury, supra note 13, 57. 
(15) Treasury, supra note 13, ７－８. 
(16) Treasury, supra note 13, 55. 
(17) 水野忠恒・前掲注(3)312 頁。 
(18) Kwang-Yeol Yoo, Alain de Serres, Tax 
Treatment of Private Pension Savings in 
OECD countries and the Net Tax Cost Per 
Unit of Contribution to Tax-Favoured Schemes, 
OECD Economics Department Working Papers 
No.406, 26, 2004. 

(19) DHCコンメンタール所得税法2719の３以下、

注解所得税法研究会編『注解所得税法 三訂版』

681 頁以下（2001）。 
(20) 注解所得税法研究会編・前掲注(19)681 頁、「所

得税法の改正」税務弘報５巻５号 12 頁（1957）。 
(21) 同上。 
(22) DHC コンメンタール所得税法 2721。 
(23) 注解所得税法研究会編・前掲注(19) 682 頁。 
(24) DHC コンメンタール所得税法 2719 の３。 
(25) 吉牟田勲「退職金共済制度の税制上の取扱－法

人税法施行規則の一部改正等について－」税経通

信 1959 年 11 月号 180、181 頁（1959）。 
(26) 吉牟田勲・前掲注(25)182 頁。 

                                                                         
(27) 大山孝夫「所得税法の一部改正（企業年金及び

利殖年金等の課税制度）について」税経通信 17
巻 6 号 33 頁（1962）。注解所得税法研究会編・

前掲注(19) 682 頁。 
(28) 国税庁・昭和 48 年改正税法のすべて 22 頁

（1973）。 
(29) 注解所得税法研究会編・前掲注(19) 684 頁。 
(30) 税制調査会「財政体質を改善するために税制上

とるべき方策についての答申」（1980 年 11 月）。 
(31) 税制調査会「税制の抜本的見直しについての答

申」（1986 年 10 月）。 
(32) 昭和 61 年税調答申における公的年金等控除の

議論については、金子宏「所得税制の構造改革－

少子・高齢化社会と各種控除の見直し」ジュリス

ト 1260 号 235 頁（2004）。 
(33) 国税庁・昭和 62 年改正税法のすべて 44 頁以

下（1987）。 
(34) 尾崎俊雄「「確定拠出年金制度」に係る税制措

置の課題と将来展望」PIE/DIS Discussion 
Paper No.399 ３頁（2008）、同『日本版 401k
導入・運営・活用のすべて』28 頁（2002）、鳴島

安雄「年金制度の現状と今後の課税のあり方につ

いて」租税研究 727 号 56 頁（2010）。 
(35) 税制調査会「あるべき税制の構築に向けた基本

方針」（2002 年６月）。 
(36) 税制調査会「少子・高齢社会における税制のあ

り方」（2003 年６月）。 
(37) 税制調査会「平成 16 年度の税制改正に関する

答申」（2003 年 12 月）。 
(38) 税制調査会「抜本的な税制改革に向けた基本的

考え方」14 頁（2007 年 11 月）。 
(39) 平成 21 年３月６日に第 171 回国会で「企業年

金制度等の整備を図るための確定拠出年金法等

の一部を改正する法律案」が提出されたが、衆議

院解散により廃案になった。確定拠出年金の見直

しについては、野村亜紀子「確定拠出年金の現状

と課題」ジュリスト 1379 号 21 頁（2009）。 
(40) 金子宏『租税法第 15 版』181 頁（2010）。 
(41) 藤田晴・前掲注(1) 26 頁。 
(42) 年金課税の整合性の問題に対する議論として、

佐藤英明「退職所得・企業年金と所得税－JIRA
に関する研究ノート」日税研論集 57 号 63 頁

（2006）、鳴島安雄・前掲注(34)43 頁、森信茂樹

編『金融所得一体課税の推進と日本版 IRA の提

案』85 頁（2010）。 



税大ジャーナル 15 2010. 10 
 

29 

                                                                         
(43) 渋谷雅弘「公的年金の課税」日税研論集 37 号

121、138 頁（1997）、酒井克彦「社会保険料控

除と公的年金等特別控除との二重控除性－公的

年金に対する課税の在り方－」税務弘報 57 巻 10
号 144 頁（2009）。 

(44) 渋谷雅弘「社会保険料控除」日税研論集 52 号

184 頁（2003）、松原有里「物的控除は必要か－

社会保険料控除、保険料控除、寄附控除」税研

136 号 43、44 頁（2007）。 
(45) DHC 所得税法コンメンタール 4698。 
(46) 國枝繁樹「年金改革と税制」国際税制研究 11
号 114 頁（2003）。 

(47) 國枝繁樹・前掲注(46)114 頁。 
(48) 金子宏・前掲注(32)237 頁。 
(49) 佐藤英明「私的年金の課税」日税研論集 37 号

143 頁（1997）。なお、企業年金の法的性質に着

目すると、使用者拠出部分に由来する「給与」の

一形態としての年金と、従業員拠出部分に由来す

る「貯蓄」の一形態としての年金に分かれると指

摘する。佐藤英明「退職所得課税と企業年金課税

についての覚書」碓井光明他編『公法学の法と政

策 上巻』415、427 頁（2000）。 
(50) 岡村忠生他編『ベーシック税法第５版』152 頁

（2010）。 
(51) 岡村忠生他編・前掲注(50)153 頁。 
(52) 藤田晴・前掲注(1) 26 頁。 
(53) 渡辺徹也「実現主義の再考－その意義および今

日的な役割を中心に－」税研147号 63頁（2009）。
岡村忠生「所得の実現をめぐる概念の分別と連

接」法学論叢 166 巻６号 94 頁（2010）。金子宏

「所得の年度帰属」『所得概念の研究』295 頁

（1995）によれば、実現主義は、二つの意味をも

っており、実現した利益のみが所得であることと、

収益の年度帰属に関するコンベンションの集合

を意味するとされる。 
(54) 水野忠恒「年金と税制」・前掲注(3)317 頁。 
(55) 池田良一「ドイツの企業年金制度と 2002 年年

金制度改革 上」国際商事法務 30 巻４号 445 頁

（2002）、同「ドイツの企業年金制度と 2002 年

年金制度改革 下」国際商事法務 30 巻５号 612
頁（2002）。 

(56) OECD, Pensions at a Glance 2009 – 
Retirement-Income Systems in OECD 
countries, 151, 2009. 

(57) 信本将己「ドイツにおけるリースター年金制度

                                                                         
の導入 公的年金改革に伴う自助努力奨励措置」

生命保険経営 71 巻６号 71 頁（2003）。 
(58) Altersvermögensergänzungsgesetz, 
Altersvermögensgesetz. 

(59) Franz Ruland/Bert Rürup, Alterssicherung 
und Besteuerung, 2008, S.215; Dahr/Hilger, 
Einkommensteuerliche Behandlung von 
Altersvorsorgeaufwendungen und 
Altersbezügen, 2004, S.119. 

(60) Riester 年金税制に対する欧州裁判所判決

（C-269/07,10.９.2009）については、宮本十至

子「グローバル化と私的年金課税－ドイツの議論

を参考に－」税法学 562 号 149 頁（2009）。 
(61) Bericht der Kommision, Nachhaltigkeit in 
der Finanzierung der Sozialen 
Sicherungssysteme, 2003. 

(62) BVerfG,２ BvL 17/99 vom６.３.2002. 
(63) Ulrike Höreth, Was wird aus der 
Rentenbesteuerung? Das Urteil des 
Bundesverfassungsgerichts und seine 
Auswirkungen, BB 2002, 1565; Heinz-Josef 
Heger, Die Besteuerung von Altersbezügen, 
BB 2003, 130. 

(64) Gerhald Schröder,. Vergangenheit und 
Zukunft der Renten- und Pensionsbesteuerung, 
DStZ 2003, 610. 

(65) Gerhald Schröder, Die Diskrepanz zwischen 
Renten- und Pensionsbesteuerung wird immer 
größer, DStZ 1995, 231 

(66) Gerhald Schröder, a.a.O., 610. 
(67) BVerfG,２ BvL ５/91,２ BvL ８/91,２ BvL 
14/91 vom 25.９. 1992. 

(68) Gerhald Schröder, a.a.O., 611. 
(69) BVerfG,２  BvL 17/99 vom６ .３ .2002, Rz. 
220ff. 

(70) Bericht der Kommision, a.a.O. 
(71) Franz Ruland/Bert Rürup, a.a.O., S.230,232; 
Dahr/Hilger, a.a.O., S.1; Tipke/Lang, 
Steuerrecht 20 Aufl.,2010, S.382ff. 

(72) Blümich, EStG, KStG, GewStG Kommentar, 
§22. 

(73) Blümich, a.a.O.,§19. 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


